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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 284,041 6.8 9,105 ― 5,736 ― 2,272 ―

22年3月期第3四半期 266,030 △17.5 △1,344 ― △3,608 ― △17 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 32.49 ―

22年3月期第3四半期 △0.25 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 229,366 50,539 16.4 536.18
22年3月期 257,205 50,459 14.8 544.42

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  37,509百万円 22年3月期  38,085百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

(注)期末の配当予想額は未定としております。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 378,000 0.4 11,300 254.9 7,500 ― 2,800 ― 40.02



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績予想は、現時点での入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、その情報の不確実性のほか、今後
の経済情勢、市場動向、株価・為替動向等の状況変化により予想数値と異なる可能性があります。業績に関する事項は、【添付資料】Ｐ．２「１．当四半期
決算に関する定性的情報(３)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．２「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 70,049,627株 22年3月期  70,049,627株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  93,086株 22年3月期  92,336株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 69,956,973株 22年3月期3Q 69,961,897株



「参考」平成23年３月期の個別業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 
（％表示は対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通     期 253,000 △5.2 3,300 － 1,600 － 100 － 1.42
（注）当四半期における個別業績予想数値の修正有無 ： 有 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、中国、インドを始めとした新興国の景気拡大
もあり、緩やかな回復基調でありました。一方、わが国経済は回復の兆しはみられるものの、急
速な円高による輸出の減少など依然として厳しい状況が続いております。自動車業界におきまし
ては、アジアを中心に市場が回復したものの、国内ではエコカー補助金終了による影響はありま
したが、全体としては補助金打ち切り前の駆け込み需要などもあり、生産台数の増加につながり
ました。 
このような状況にあって当社グループの当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は

2,840億円と前年同四半期比6.8％の増収となりました。利益につきましては、営業利益は91億円
(前年同四半期は13億円の営業損失)、経常利益は57億円(前年同四半期は36億円の経常損失)、四
半期純利益は22億円(前年同四半期は０億円の四半期純損失)となりました。 
セグメント別の状況については、売上高は日本1,904億円、北米370億円、欧州192億円、アジア

462億円となっております。セグメント利益は日本17億円、北米15億円、欧州４億円、アジア52億
円となっております 

 

 

(2)連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産については、売上債権および有形固定資産の減少や投資
有価証券の時価総額の下落などにより、前連結会計年度末に比べて278億円減少し、2,293億円と
なりました。負債については、仕入債務の減少や短期借入金の返済などにより、前連結会計年度
末に比べて279億円減少し、1,788億円となりました。純資産については、四半期純利益の計上に
より利益剰余金は増加しましたが、その他有価証券評価差額金及び為替換算調整勘定の減少もあ
り、前連結会計年度の504億円から微増の505億円となりました。 

 

(3)連結業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しにつきましては依然不透明ではありますが、当第３四半期の実績を踏まえ、当第
３四半期連結会計期間において通期の業績予想を連結・個別とも修正しております。 
詳細につきましては、本日開示の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

該当事項はありません。 
 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

(簡便な会計処理) 

１ 固定資産の減価償却の算定方法 
減価償却の按分の方法として定率法を採用しているものについては、当連結会計年度に係

る減価償却費の額を期間按分する方法によっております。 
２ 法人税並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限
定する方法によっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年
度において使用した将来の業績予測などを利用する方法によっております。 

３ 退職給付引当金 
退職給付費用、数理計算上の差異の費用処理額、過去勤務債務の費用処理額については、

それぞれ当連結会計年度に係る年間の費用処理額を期間按分して算定しております。 
 

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理) 

税金費用の計算 

一部の連結子会社における税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会
計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半
期純利益に当該見積実効税率を乗じる方法により計算しております。なお、法人税等調整額
は、「法人税等」に含めて表示しております。 
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(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

(会計処理基準に関する事項の変更) 

１ 「資産除去債務に関する会計基準」の適用 
第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準18号 

平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指
針第21号 平成20年３月31日)を適用しています。 
これにより、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益が189百万円減少し

ております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は189百万円であ
ります。 

２ 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱
い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成2
0年３月10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対
応報告第24号 平成20年３月10日)を適用しています。 

これによる当第３四半期連結累計期間の損益への影響はありません。 
３ 「企業結合に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平
成20年12月26日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月
26日)、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第23号 平成20年12
月26日)、「事業分離等に関する会計基準(企業会計基準第7号 平成20年12月26日)、「持分
法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年12月26日)、「企業結合会計基準及び
事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日)
を適用しております。 

これによる当第３四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。 
 

(表示方法の変更) 

四半期連結損益計算書 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく
「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成2
1年３月24日 内閣府令第５号)の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主
損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,349 20,146

受取手形及び売掛金 43,742 52,900

製品 3,650 3,994

仕掛品 7,680 7,704

原材料及び貯蔵品 2,848 3,114

繰延税金資産 7 73

その他 7,610 9,147

貸倒引当金 △78 △154

流動資産合計 84,812 96,926

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 29,643 31,957

機械装置及び運搬具（純額） 58,500 69,368

工具、器具及び備品（純額） 8,597 12,455

土地 14,684 14,847

リース資産（純額） 3,777 414

建設仮勘定 6,598 6,586

有形固定資産合計 121,802 135,630

無形固定資産 436 548

投資その他の資産   

投資有価証券 17,385 19,370

繰延税金資産 1,031 864

その他 6,602 6,410

貸倒引当金 △2,706 △2,545

投資その他の資産合計 22,313 24,100

固定資産合計 144,553 160,279

資産合計 229,366 257,205
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 46,236 55,451

短期借入金 34,364 62,938

1年内返済予定の長期借入金 25,149 13,984

未払法人税等 580 995

役員賞与引当金 72 －

リコール損失引当金 2,120 2,120

その他 17,727 15,935

流動負債合計 126,250 151,425

固定負債   

長期借入金 32,754 37,530

繰延税金負債 8,003 8,302

退職給付引当金 8,559 8,390

役員退職慰労引当金 70 62

資産除去債務 189 －

その他 2,998 1,032

固定負債合計 52,576 55,319

負債合計 178,826 206,745

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,820 11,820

資本剰余金 12,382 13,321

利益剰余金 12,021 8,810

自己株式 △146 △146

株主資本合計 36,077 33,805

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,515 6,230

為替換算調整勘定 △4,083 △1,949

評価・換算差額等合計 1,431 4,280

少数株主持分 13,029 12,373

純資産合計 50,539 50,459

負債純資産合計 229,366 257,205
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 266,030 284,041

売上原価 254,742 262,262

売上総利益 11,287 21,778

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 4,964 5,098

給料手当及び賞与 2,750 3,314

退職給付費用 133 134

役員賞与引当金繰入額 － 72

役員退職慰労引当金繰入額 23 25

法定福利及び厚生費 424 489

租税公課 381 251

減価償却費 305 372

研究開発費 206 219

その他 3,441 2,695

販売費及び一般管理費合計 12,632 12,672

営業利益又は営業損失（△） △1,344 9,105

営業外収益   

受取利息 71 118

受取配当金 208 233

作業くず売却益 547 405

デリバティブ評価益 162 26

持分法による投資利益 － 102

その他 557 277

営業外収益合計 1,548 1,163

営業外費用   

支払利息 2,120 1,849

為替差損 917 2,019

持分法による投資損失 75 －

その他 698 663

営業外費用合計 3,812 4,533

経常利益又は経常損失（△） △3,608 5,736
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

特別利益   

投資有価証券売却益 843 －

役員退職慰労引当金戻入額 85 －

受取補償金 451 －

その他 91 －

特別利益合計 1,472 －

特別損失   

減損損失 666 －

投資有価証券評価損 156 93

固定資産廃棄損 496 －

固定資産除却損 － 135

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 189

その他 243 131

特別損失合計 1,563 550

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,699 5,186

法人税等 △5,036 859

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,326

少数株主利益 1,353 2,054

四半期純利益又は四半期純損失（△） △17 2,272
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
 

(4) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 
自動車等車両
部品事業 

(百万円) 

情報環境機器
部品事業 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高  

(1)外部顧客に 
対する売上高 

259,105 6,925 266,030 － 266,030

(2)セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

－ － － － －

計 259,105 6,925 266,030 － 266,030

営業利益又は営業損失(△) △1,590 245 △1,344 － △1,344

(注) １ 事業の区分は、製品の使用目的及び販売市場の類似性により区分しております。 
２ 各区分の主な製品 

(1)自動車等車両部品事業 ……… マフラー、エキゾーストマニホールド、サスペンションメンバー等 
(2)情報環境機器部品事業 ……… 複写機、レーザープリンター等の精密部品 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 
日本 

(百万円) 

北米 

(百万円)

欧州 

(百万円)

アジア 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に 
対する売上高 

182,180 30,930 19,575 33,344 266,030 － 266,030

(2)セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

11,015 0 4 212 11,232 (11,232) －

計 193,196 30,930 19,580 33,556 277,263 (11,232) 266,030

営業利益又は営業損失(△) △4,550 △376 △727 4,158 △1,495 150 △1,344

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1)北米 …………………… アメリカ、カナダ 
(2)欧州 …………………… イギリス、チェコ 
(3)アジア ………………… 中国、インド 

 

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 北米 欧州 アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 32,185 19,699 34,793 625 87,303

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － － 266,030

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合（％） 

12.1 7.4 13.1 0.2 32.8

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1)北米 …………………… アメリカ、カナダ 
(2)欧州 …………………… イギリス、フランス、チェコ、ハンガリー 
(3)アジア ………………… 中国、インド 
(4)その他地域 …………… オーストラリア等 
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【セグメント情報】 

  

（追加情報） 
第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第

17号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会
計基準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 
１ 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役
会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも
のであります。 
当社は、主に自動車等車両部品を生産・販売しており、国内においては当社及び子会社が、海外

においては北米、欧州及びアジアにおける各現地法人が、それぞれ担当しております。現地法人は
それぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活
動を展開しております。 
したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、

「日本」、「北米」、「欧州」、「アジア」の４つを報告セグメントとしております。各報告セグ
メントでは主として、自動車等車両部品を生産・販売しております。 

 

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

日本 北米 欧州 アジア 計 

調整額 

(注)１ 

合計 

(注)２ 

売上高    

  外部顧客への売上高 181,849 37,015 19,290 45,885 284,041 － 284,041

  セグメント間の内部売上高

又は振替高 
8,618 － 1 315 8,935 △8,935 －

計 190,468 37,015 19,291 46,201 292,976 △8,935 284,041

セグメント利益 1,733 1,512 493 5,214 8,954 151 9,105

(注) １ セグメント利益の調整額151百万円は、セグメント間取引消去であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当社は、平成22年５月27日の取締役会において、会社法第459条第１項の規定に基づく定款の定め
により、資本準備金の額及び利益準備金の額の減少ならびに剰余金の処分について決議いたしまし
た。 
１ 資本準備金及び利益準備金の額の減少ならびに剰余金の処分の目的 

資本準備金の額及び利益準備金の額を減少し剰余金の処分を行うことによって、繰越利益剰余
金の欠損を填補するもの。 

２ 資本準備金及び利益準備金の額の減少の要領 
会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少しその他資本剰余金に、利益準備金の

全額を減少し繰越利益剰余金に振替えるもの。 
(1) 減少する準備金の項目及びその額 

資本準備金     1,083百万円 
利益準備金     2,920百万円 

(2) 増加する剰余金の項目及びその額 
その他資本剰余金  1,083百万円 
繰越利益剰余金   2,920百万円 

３ 剰余金の処分の要領 
会社法第452条の規定に基づき、上記２で振替えたその他資本剰余金をさらに繰越利益剰余金に

振替え、欠損を填補するもの。 
(1) 減少する剰余金の項目及びその額 

その他資本剰余金   938百万円 
(2) 増加する剰余金の項目及びその額 

繰越利益剰余金    938百万円 
４ 資本準備金及び利益準備金の額の減少ならびに剰余金の効力の発生日 

(1) 取締役会決議日   平成22年５月27日 
(2) 効力発生日     平成22年５月27日 
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４．「参考」四半期個別財務諸表 

(1) (要約)四半期貸借対照表 

  (単位：百万円)

 
当第３四半期 
会計期間末 

(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部  

  流動資産 55,148  64,434

  固定資産 99,092  105,951

 資産合計 154,240  170,385

負債の部  

  流動負債 85,388  100,656

  固定負債 39,822  39,442

 負債合計 125,211  140,098

純資産の部  

  株主資本 23,505  24,056

  評価・換算差額等 5,523  6,229

 純資産合計 29,029  30,286

負債純資産合計 154,240  170,385

 

(2) (要約)四半期損益計算書 

  (単位：百万円)

 

前第３四半期累計期間 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 191,570  188,637

 売上原価 186,749  177,874

売上総利益 4,820  10,762

 販売費及び一般管理費 8,877  8,136

営業利益又は営業損失（△） △4,056  2,626

 営業外収益 1,440  1,498

 営業外費用 2,541  2,967

経常利益又は経常損失（△） △5,157  1,157

 特別利益 1,011  －

 特別損失 1,628  1,649

税引前四半期純損失（△） △5,774  △492

 法人税等 △5,697  58

四半期純損失（△） △76  △550
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平成23年3月期　第３四半期　決算参考資料

平成23年2月9日
フタバ産業株式会社

【連　結】

1. 当第３四半期の業績

2. 営業利益増減要因（対前年同期比）

3. セグメント別業績

【個　別】

4. 当第３四半期の業績

セ
グ
メ
ン
ト
利
益

計

計

-

△ 727493

5,214

151

57.3%

5.4%

（注）　(  )内は売上高比率を表示

19,580

日 本

北 米

欧 州 △ 288

 ( △1.4% )

△ 17

19,420

2,272

5,736

金額増 益 要 因

12,816

減 価 償 却 費

9,345 -

6.8%

△ 1,344 10,450 -

266,030 18,010

△ 3,608

16

2,289 ( △0.0% )

△0円25銭

25,125

22,030 △ 2,610  △11.8%

21,200

26,100

減 益 要 因 金額

( 2.0% )

構成比

労務費の増

経費の増

為替の変動による影響

増減 増減率
通期予想

(22.4～23.3)

( 0.7% )

増減率

378,000

11,300

7,500

254.9%

7,899

3,365

( 100.0% )

( 3.0% )

54

39

(22.4～22.12) (21.4～21.12)

7

4

原価改善、製品構成の変動による影響

売上増による利益の増

 △1.5%

6,084

27計

増減 増減率

131計

 △1.4%

19.7%

△ 2,727

構成比

67.1% 72.6%

11.6%

193,196

作業屑売却高の増 12

2,297

増減率

190,468

4,158

150

7.4%

12.6%

△ 376

△ 4,550

( △13 → 91 )差引　　　　　営業利益の増

-

-

(21.4～21.12)

37.7%

-

13.0%

6.8%

△ 11,232

26

( 100.0% )

( 1.3% )

33,556

253,000

-

-

 △4.2%

100.0%

-

△ 12,308  △49.0%

 △27.0%△ 3,027

△ 473 -

-

△ 2,932  △1.5%

6,315

 △14.8%

 △14.2%

 △29.6%

100

1,600-

12,644

1,888

1,221

1,056

 ( △2.1% )2,626 △ 4,056

△ 1,991

6,683( 1.4% )

( 0.6% )

188,637( 100.0% )

1,733

1,512

1.7%

191,570( 100.0% )

当第３四半期

(22.4～22.12)

16.3%

19,291

46,201

284,041

-

-

25.4%

売 上 高

前年同四半期
増減

-

△ 1,344

対前期

増減

欧 州

ア ジ ア

消 去

日 本

北 米

30,930

前年同四半期

売
上
高

△ 8,935消 去

266,030100.0%

 △3.2%

19.0%

16.6%

（単位： 百万円未満切り捨て）

（単位： 億円）

（単位： 百万円未満切り捨て）

(注)　(  )内は売上高比率を表示

104

- 2,800

11,218

13,494

 ( △2.7% )

 ( △0.0% ) △ 76

△ 5,157

2,266

△ 2,907

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

設 備 投 資

11,503減 価 償 却 費

8,190

1,157

△ 550 ( △0.3% )

売 上 高

営 業 利 益

一 株 当 り 純 利 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

設 備 投 資

減価償却費の減

ア ジ ア

営 業 利 益

当第３四半期

(22.4～22.12)

( 100.0% )

( 3.2% )

284,041

9,105

( 2.0% )

( 0.8% )

32円49銭

-

-

前年同四半期

(21.4～21.12)

( 100.0% )

 ( △0.5% )

100.0%

37,015

当第３四半期

9,105

40円02銭

( 0.6% )

( 0.0% )

通期予想

(22.4～23.3)

（単位： 百万円未満切り捨て）

-

-

△ 4,314

14,900

10,300  △22.0%

 △21.6%△ 4,105

△ 13,761

6,142

0.3%

-

6,527

増減率

 △5.2%

10,450

0

3,300

18,010

6,283

6.8%

-

△ 8,906

対前期

増減

1,676

8,116

0.4%
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